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OttJJ英 Ⅲり′4施 加第の寛

正し (的帥 ～ 43樹 セ)
■"ゼ リテーションマ フヽメ

ント加jIは■4摂 印に社悟“ヒ

する

0い 前時費円,の比とし(411草

ly- 3 6 7■1ヒ)

中 嬢

!析たを単位ま〕

が蜘 Jセすると在費仲は
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埠とをおヤごとt ljIいの“
の生gjを■う■低■11 /r距

'41を 使“しており かつ 」

以Lてあること

こ在動を1,う千抵■11のとが
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nの 一人Jた ,"平均に動時
H臓が″時は に あること
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頭晏ヨ壱にの改定には■E事 項はとD衝 えす屈限された !
加算引き上げ手法体●30射 ヒ BBJ化 が狙い。な然としてBBul月 週田 ヒ志向が

社会打紅岳開8愛紹層全 B霞縞藤 宝 ヨ略 斉
I残 床再■は由 けているか

1介 申 嚇

平成抑年5月春室分によると

か捜療養担医療穂波の利用者
1まれ10万軸抑人ti連し 平Il

ズ介泣茂■4餞 である そのう

ち要介Ht 3以上1ユ約いヽを占
めて44り ⅢR度者の部帥 卸

加している.介 憲費用はわ“01

にPlてあったが 出 績サービ
ス資によめる割合 まれ1ス3略

てしかをかつた

■京語の人口at12,0万人と

ぞ人Dの 的1割をどある力1索

空有床Xは 人01"人 あた,

∞工1床で全国41位 醜波理口

llた1ま対高い者人口の約亮

4口 “S位 と 今 機の高姉有の

伸加″らすると町輝たるJ 濃ヽ

てある

方 介 藤候政と志の釈Ht

壱■(予mSi度 Ⅲょ持安の2怒

ヽ を使の■1あ て|■べ 介畜

戒空に-1忠鴻う oた 老に

■とともに自年度よりt llt=

た車は務ち込んだ中でこのよ

うなお案であり か と療葦担

の軽官がいうHi慧 (ヒしている

″がわ力る

2申 コ

釣i]0"tで には養,を に
に転株した務床壇 ■575 た
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のが■用とに担的である

1911″月に部内の病l■を対

■に代摘した7シケート綱4に
よると 20年 度末にはtR績養
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コ醍 へ0理
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をサーピスtt推や析たをサー

ビスの機=を とを棒本よ口と

し 栞48の毎転 “P,の 口宮

や t々iへ ゆ"Ht 4とにには
した情呆 3 のヽ,Siげ (■

宅はヽ お霊13 )ヽとなった
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たな,一ビスのほBl
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■1介控は耐改定の前はを述
べる

】 hア ツツについてはその技

格がt"で はないが  `訴

宮すべさで 工ある と な 口

孫同体専によるほ奏ヨをとに

円する■宝が 縦 ヨ"さ ヒ

十 L山 (ケの,直 し み時田

"は りlII保■を 十 分ててまな
いもののとりあたす民成さ1ェ

たといえⅢ,

2 た だし 観間本体よりもを

“加年のサ菖上FというHt

質と幼中性を軸に介産,安 ,
の分化と差別イヒを回るという

今改定の本【力【ある し た力て

って 上 き残るためには 必
dLになって大r4確保や質の向
にに取り自1↓″要がある し

かし 人 lわ 桔保は地張ti

って主さわめて困建てあり 介

重スタソフの空成は日全体て

真制に取 り取しべ きてある

こ と おヒ書 tよる人"確 Fと

t章 に進が今改定のた装的な

日rlであったが ぉ 註の経有

な現【ユ速化をたとっているた

め ヽ 7フ ブケをその言t人
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Ⅲア =情 の見直しやり′ヽビ
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ビスをC環 =技 て軍■■5こ
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てい渡刊加をさFイヒしたいと
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ど胡りを資ぅた こ れは 短
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鞭の一つと'わ れる

■いま年ては 携 取 tなる

3L技力(夕ヽヽなか せ に約5ヽ

もの増とが,込 =れ るところ

`あ り tiそ れの現L●Iにつ

いて揮かく,‐ ッタする必要
"あ る


